










 

〔はじめに〕 

 行動する事と、その結果の受容、即ち経験における二面的結合が、療育の場

において、ともすれば軽んじられやすい、ことに high stage 者においては、後

者のみ重視され、身体的活動と精神的活動を機械的に分離し、後者に訴える傾

向がある。しかし、我々は、成す事によって学ぶ、即ち集団活動を展開させる

事によって自ずから、受容場面においても、その差が理解、知識、思考の深さ

となって異なってき、主体的関与度とも関連してくるものと思われ、S50 年度

の班会議にて、「器楽訓練による意識の変容について」と題し、後者の必要性に

ついての考察を行なった。今年は、5 年を経た今日の high stage 者について、

考察を行なう。 


